
はじめに

目と耳の両方に障害がある者を盲ろう者という。
身体障害者手帳に視覚障害と聴覚障害の両方の記載
がある者は，平成２４年の全国調査で約１４，０００人であ
った１）。さらに，盲ろう者数を総務省の人口推計２）

と比較する（図１）と，６０歳台以降の盲ろう者数が
多く，８０歳台でピークに達する。つまり，６５歳以降
の加齢や各種の眼科・耳鼻咽喉科疾患等の重複によ
る盲ろう者数が全盲ろう者の７７．４％を占めるほど，
高齢盲ろう者が増加している３）。
盲ろう者は様々な困難を抱えている４）。とりわけ
強い困難として，以下の３つを挙げることができ
る。一つ目はコミュニケーションの困難である。聴
覚障害が重い場合は，話声を用いた会話が困難であ
り，視覚障害が重ければ，手話等を用いることがで

きない。二つ目は移動の困難である。視覚障害だけ
ならば自動車のエンジン音を聞き分け，安全を確認
して道路を横断する事ができる。聴覚障害だけなら
ば，目で見て安全を確認して道路を横断する事がで
きる。しかし，双方に障害がある盲ろう者は，その
どちらも不可能である。三つ目は状況把握の困難で
ある。聴覚的な環境情報や視覚的な情報のどちらも
把握が不可能なため，場に応じた行動をとることが
難しく，そのことが盲ろう者の社会適応を難しくし
ている５）。こうした盲ろう者の抱える困難の程度は，
「視覚障害による困難」＋「聴覚障害による困難」よ
り大きいと考えられ，「視覚障害による困難」×「聴
覚障害による困難」と表現されている。
盲ろうを，障害の程度と障害獲得時期によって分
類する方法がある。程度では，視覚障害を全盲と弱
視，聴覚障害をろうと難聴に分類すると，全盲ろ
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う，全盲難聴，弱視ろう，弱視難聴の４つの分類が
できる。時期では，視覚障害が先行し，点字系コミ
ュニケーション手段の獲得後，聴覚障害が加わった
音声言語を話すことが多い「盲ベースの盲ろう者」
と，聴覚障害が先行し，後に視覚障害が加わった手
話を用いることが多い「ろうベースの盲ろう者」，
言語獲得期以前から盲ろうである「先天性の盲ろう
者」（幼少時に発症した者を「先天性」に含めるの
は正しくないが，便宜上の呼び方として用いられて
いる），成人以降，両方が不自由になった「健常ベ
ースの盲ろう者」との分類である６）７）。
盲難聴者の場合，静かな環境で耳元で話す，十分

な声量で話す，明瞭に話す，ゆっくりと話す，補聴
器のマイクに向かって話す，FMなど補聴援助シス
テムを併用する等，聞こえにくさに応じた方法を用
いる。（社）全国盲ろう者協会の調査によれば，盲
ろう者の約６割は聴覚を使用でき，音声を主なコミ
ュニケーション手段として用いている１）。一方，前
田らは８），高齢期の盲ろう者 約２千名を対象とし
た調査で７１．７％が聴覚活用が可能とされる弱視難聴
または全盲難聴であるが，補聴器を受給されている
者でも，初対面者の発話が理解可能な者は半数に過
ぎないと報告しており，十分な補聴が行われていな
い実態も報告されている。

目 的

今回，１名の盲難聴者を対象に，１）単独歩行
時，２）介助歩行時，３）日常生活動作，４）盲導犬
利用時，５）健聴全盲者との差別化について質問紙

調査により聴取することで，盲難聴者の QOL向上
を図る支援方法を考察する。

方 法

１）対象者
盲ベースの全盲難聴者（５８歳 : 男性）。網膜色素
変性症による視覚障害が１５歳頃から進行し，現在，
右は光覚弁，左は手動弁である。３０歳頃から聞こえ
にくさを自認するようになった。現在，補聴器を用
いれば，音声コミュニケーションが可能である。Ａ
県立Ｂ盲学校の教員として勤務している。外出時に
は，慣れた場所であれば盲導犬による単独歩行を行
い，慣れていない場所の場合には盲ろう者向け通訳
介助員を利用している。
補聴の経緯は，下記の通りである。２００９年１１月初
相談，右 65/左 65dBHL（四分法）。左耳に５～６
年前に購入したアナログ・ノンリニア耳あな型
（ITC）補聴器を片耳装用。２０１１年４月，聞き取り
不良を訴え，両耳装用を試みるも，「両耳装用にす
ると，まっすぐ歩くことができない，歩行時に左右
にふらつく」との理由にて，中断した。２０１２年４
月，聞き取りの向上を望まれ来室。左耳の既所持
ITCでは利得不足であると説明し，耳かけ型補聴器
（RIC）に装用変更した。２０１９年６月，視覚障害が
進行したため，音を頼りにした歩行を試してみたい
との強い希望と，iPhoneと接続することによる利
便性向上のため，両耳に Bluetooth直結式の耳かけ
型補聴器（RIC）の装用を開始した。本研究実施時
（２０２０年３月），良好な装用状態を維持しており，慣

図１ 年齢階級別盲ろう者数
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れた相手であれば，音声コミュニケーションが可能
である。
現在の聴力は，純音聴力検査では右 69/左 70

dBHL（四分法平均）（図２）。最高語音明瞭度は左
右とも，85％（90dBHL）であった。補聴器装用時
の閾値は図２の通りであり，補聴時の最高語音明瞭
度は８５％（音場にてスピーカから 65dBSPLにて提
示）であった。補聴器は，常時無指向性とし，雑音
抑制機能は環境適応型抑制をオン，風切り音防止は
弱とした。
２）データの収集方法
２０２０年３月，補聴器の調整状態が安定した状態に
なった時点で，対象者に，５項目の課題を挙げ，そ
れぞれの場面に対して自由記述を依頼した。対象者
は表示された内容を音声または点字に変換すること
ができるパソコンを使用しており，回答はテキスト
ファイルにより，回収することができた。設定した
項目は，１）単独歩行時における音の課題，２）介助
歩行時における音の課題，３）日常生活動作におけ
る音の課題，４）盲導犬利用時における音の課題，
５）健聴全盲者との差別化の課題の５点である。項
目別にオーディオロジーの観点から検討し，有効な
支援方法のあり方について検討・考察を行った。

結 果

設定された５項目に関して，対象者が記述した内

容を要約し，下記に挙げた。
１）単独歩行時における音の課題
全盲者が自動車と接触したり，道路から外れ道路
下に転落しないためには，道路の方向を正しく認知
する必要がある。このため，走行する自動車の音を
追尾したり，点字ブロックや歩道の縁石を辿る，道
路の形状（多くの道路は中央が最も高く，端に近い
ほど低くなっている）を足で確認する等の方法を用
いている。これらのうち自動車の走行方向の音は，
特に有用であると記述されていた。加えて，信号機
がない道路を横断する際は，左右それぞれの方向の
自動車の音源定位・追尾により，自動車の有無を確
認して横断する。歩行速度を 4km/h（1．1m/秒）
とすると，6m幅の２車線道路を渡るのに約６秒を
要する。自動車が時速 40km/h（11m/秒）で走行
している場合，全盲者が安全に道路を横断するため
には 66m離れた自動車の音を聞き分ける必要があ
る。さらに，「屋外で補聴器を装用すると恐怖を感
じることがあり，補聴器を外さざるを得ない」と訴
える全盲難聴者に出会うことがある。これは自動車
が近づいてくると補聴器から突然と大きなエンジン
音が聞こえてくることで，あたかも自動車が自分に
向かってくるように感じることが原因と思われる。
道路の方向の認知，道路横断の可否，自動車の接近
を知ることは単独歩行時に重要であり，①「自動車
までの距離（接近）と走行方向の把握」ができるこ
とが望まれると記述されていた。
また，音響装置付信号機がない交差点では，信号
待ちをしている自動車のエンジン音を定位し，青信
号となって発進する車のエンジン音や，信号待ちを
している歩行者が渡り始める足音を追尾する方法が
ある。②「自動車の発進音や人の足音の音源定位と
追尾」ができると，信号の状態の判断が容易になる
と記述されていた。
健聴全盲者は，歩行時，近くの壁などの障害物と
足音やその他の音の反響音を聞き分けることで，障
害物の有無や距離・方向を判断し，障害物から一定
の距離を保ちながら歩行している。全盲難聴者は③
「反響音の聴取」が困難であり，単独歩行を困難に
する要因だと記述されていた。
上述した歩行時に活用できる環境音は，雨天時は
使用しにくくなる。傘を差すと，傘によって周囲の図２ 対象者のオージオグラム
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音が遮られたり，傘の中で反響したりする他，傘に
当たる雨音が環境音より大きくなることで，環境音
を手がかりとした歩行が困難になる。そこで，音に
頼って歩行する全盲者は，少々の雨ならば傘を差さ
ずに歩行する者も多い。全盲難聴者の補聴器は，④
「雨天時における補聴器の装用」，⑤「雨音の影響を
最小限に抑えて，歩行に必要な音の聴取」を望むと
記述されていた。
歩行の際，目が見える者は，ビルや看板などの視

覚的なランドマークを用いる。一方，全盲者にとっ
てのランドマークは，駅の改札や施設の入口などに
設置されている「ピンポン」と鳴るチャイム（ラン
ドマークチャイム），工場，自動販売機，店舗等が
発している音，道路表面の特徴的な凹凸や傾斜，床
屋や薬店などの特徴的な匂い，コーナー等における
空気の流れの変化等である。これらのうち，⑥「ラ
ンドマークチャイムなど特徴的な環境音等の聴取」
ができると単独歩行の質を高められると記述されて
いた。
歩行者用信号機の状態を音で知らせる「音響装置

付信号機」は，仮に自動車が横断歩道に停車してい
たとしても音響信号音が聞こえづらくならないよ
う，スピーカを高所（信号ランプ付近）に設置して
いる。音響信号音は「カッコー」（幹線道路横断
用），「ピヨ」（幹線道路に沿っての横断用）といっ
た擬音式，『通りゃんせ』等のメロディ式がある。
これらの音響信号は高音域の音を主成分としてお
り，しかも斜め上方に設置されていてスピーカまで
の距離は遠い。高音漸傾型難聴の者にとって，⑦
「高音域の音を主成分とした音響信号の聴取」は不
可欠であると記述されていた。
音響装置付信号機の鳴動方式には，同種同時方式

（両方向から同じ誘導音が同時に鳴る），同種鳴き交
わし方式（両方向から同じ誘導音が交互に鳴る），
異種鳴き交わし方式（一方向から誘導音「ピヨ」，
逆方向から「ピヨピヨ」が交互に鳴る）等がある。
交差点の向こう側と手前側で同時に同じ音が鳴った
のでは，横断方向の判断が難しく，異種鳴き交わし
方式が選択されるべきだと考える。しかし，回答者
の居住地に設置されているものの多くは同種同時方
式であり，極めて利用しづらい。⑧「遠方と近傍の
音の違いによる音の遠近感と方向感の明確化」があ

ると，横断方向を確認できる可能性が高まると記述
されていた。
２）介助歩行時における音の課題
介助者が全盲者を誘導するときは，全盲者は介助
者の一歩後に付き，介助者の肩または肘に掴まる。
この場合，全盲者の耳は介助者の口よりも数十 cm

後方に位置する。加えて介助者の口の方向は全盲者
の耳に向いていない。同じ位置関係では，全盲難聴
者は介助者の声が聞きづらく，会話が困難である。
このため，全盲難聴者は介助者の肩や肘に掴まるの
ではなく，両者が横並びに位置し，手をつなぐか手
首に掴まることが多い。また，介助者は話す時にで
きるだけ全盲難聴者の耳に向いて話すことで格段に
会話が聞き取りやすくなる。それにより，⑨「介助
者の声の聴取」ができるとことが重要と記述されて
いた。
３）日常生活動作における音の課題
全盲難聴者の日常生活で使用できるものとして，
視覚障害者用に音声出力機能が内蔵された体重計，
血圧計，時計，電卓等が販売されている。残念なが
ら，必ずしも十分な音量ではなく，聞き取りづら
い。また，特に視覚障害者用ではない汎用の機器，
例えば，エアコンのリモコンや体温計等には，操作
に伴って電子音を発するものもある。これらの多く
は高音域の音でしかも音量が小さいことが多い。こ
うした機器の音の⑩「必要とする日常生活音に特化
した聴取」が可能であれば，その者の ADL（Activities

of Daily Living）能力を高め，生活の質の向上が図
られると期待できると記述されていた。
一方，例えば，iPhoneでは「Voice Over」によ
る音声出力機能を用いて，画面が見えなくてもガイ
ド音声によって操作が可能である。しかし，全盲難
聴者が聞き取れる程度に音量を上げれば，周囲の
人々にメールの内容が全て聞こえてしまい，プライ
バシーの確保ができない。イヤホンの使用やストリ
ーマを経由して補聴器で聞く方法があるが，iPhone

の操作の度に，イヤホンを装着したり，ストリーマ
を常時，首から下げていなくてはならず，利便性に
欠ける。ここでは，⑪「（周囲の他人には聞こえな
い状態で）必要とする音の聴取」が必要であり，
iPhoneと補聴器を直接接続できるMFi（Made For

iPhone）機能等を利用することで解決できたと記
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述されていた。
４）盲導犬利用時における音の課題
盲導犬に対し，『「郵便局まで行ってくれ」と指示

したら，郵便局まで誘導してくれるものだ』との誤
解が多い。しかし，盲導犬は，道の左側に沿って歩
く，障害物を回避する，角（コーナー）や段差をユ
ーザーに知らせるといったことに限られる。郵便局
に行くためには，ユーザー自身が郵便局までの道順
を把握した上で，周囲の交通状況を判断しながら，
盲導犬にその都度必要な指示（右に曲がれ，直進し
ろ等）を与えながら歩行する必要がある。したがっ
て，盲導犬を用いる全盲難聴者にとっては，１）「単
独歩行における音の課題」と同様の課題が存在す
る。加えて，たとえユーザーが「ストレート・ゴー
（直進しろ）」と指示したとしても，それが危険な場
合，盲導犬はその指示に従わない「非服従」を行
う。道路横断の際，自動車がこちらに向かって来て
いるのにユーザーが直進を指示している場面等であ
る。全盲難聴者は，道路横断の際，自動車がこちら
に向かってきているかどうかを判断することが難し
く，「非服従」の状態であるかどうかを確認するこ
とが困難である。とはいえ，その場にずっと立ち尽
くしている訳にもいかないため，安全確認が不十分
なままやむを得ず横断することとなる。盲導犬を連

れている場合においても，１）で挙げた⑫「単独歩行
時と同様の環境音聴取」は安全確保の上で欠かせな
いと記述されていた。
盲導犬は犬であるから，餌やり，排泄，清拭，ブ
ラッシング，シャンプーといった世話や行動管理が
必要である。健聴全盲者は，盲導犬の首につけた鈴
の音により，犬の所在を確認したり，犬の行動を把
握することができる。しかし，全盲難聴者は音を頼
りにした盲導犬の管理・世話が困難である。鈴以外
の他の音でも良いが，⑬「特定の音に対する注意」
機能があれば，盲導犬ユーザーの負担を軽減するこ
とができると記述されていた。
５）健聴全盲者との差別化の課題
現在，健聴全盲者と盲ろう者とを外見で区別する
ことはまず難しい。周囲の人間にとって，白杖は目
立っても，補聴器や人工内耳を装着していることを
見つけ，盲ろう者であると気付ける者はほとんどい
ない。単独歩行時に，全盲者と思い，「ご案内しま
しょうか」等々，声をかけてくる人に対して，健聴
全盲者であれば応答ができる。しかし，全盲難聴者
ではその声掛けが聞こえなかったり，聞こえても内
容が聞き取れないことで，適切に答えることができ
ず，無視をされたと誤解を受けることがある。⑭
「盲に加えて難聴がある者と，健聴全盲者との差別

１）単独歩行時における音の課題
①「自動車までの距離（接近）と走行方向の把握」
②「自動車の発進音や人の足音の音源定位と追尾」
③「反響音の聴取」
④「雨天時における補聴器の装用」
⑤「雨音の影響を最小限に抑えて，歩行に必要な音の聴取」
⑥「ランドマークチャイムなど特徴的な環境音等の聴取」
⑦「高音域の音を主成分とした音響信号の聴取」
⑧「遠方と近傍の音の違いによる音の遠近感と方向感の明確化」
２）介助歩行時における音の課題
⑨「介助者の声の聴取」
３）日常生活動作における音の課題
⑩「必要とする日常生活音に特化した聴取」
⑪「（周囲の他人には聞こえない状態で）必要とする音の聴取」
４）盲導犬利用時における音の課題
⑫「単独歩行時と同様の環境音聴取」
⑬「特定の音に対する注意」
５）健聴全盲者との差別化の課題
⑭「盲に加えて難聴がある者と，健聴全盲者との差別化」

表１ 記述された内容の要約
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化」を希望することが記述されていた。

考 察

１）単独歩行時における音の課題
結果で挙げられた①～⑧の課題は，音源定位と追

尾（①・②・⑥・⑧）と，補聴器の増幅特性による
もの（①・③・⑦・⑧），補聴器の機能（④・⑤）
の課題に整理できる。①・②・⑥・⑧で挙げられた
音源定位と追尾は，感音難聴に加え，補聴器の装用
により，さらに困難になるため９），根本的な解決は
難しいと思われる。一方，指向性マイクの利用によ
り，左右の間違いが起こるものの音源定位が向上す
るとの研究もあり１０），追加の検討が必要である。一
方，補聴器の増幅特性によるもの（①・③・⑧）
は，ノンノリア増幅による出力音とラウドネスの不
一致および出力制限装置の過抑制が原因であり，よ
りリニアな増幅が望まれる一方で，③の反射音の聴
取という，より弱い音の聴取を可能にするという対
立する２つの課題を解決する必要がある。特に過剰
なノンノリア増幅は，遠方の自動車は遠方に，近方
の自動車は近方に捉えられるようにすることを妨げ
る可能性がある。
補聴器の機能（④・⑤）としては，防水型補聴器

は実現されており，盲難聴者の器種選択上で欠かす
ことができない視点であろう。また，雨音の抑制
は，雑音抑制機能を ONにすれば，車のエンジン
音をも抑制してしまうこととなり，出力制限装置を
より強く設定すると，①の音の距離感を歪める原因
にもなりかねない。これも対立する２つの課題の微
妙な調節か，雨天時プログラムにて，優先事項を決
めた調整を行うしか方法がないと思われる。また，
高い周波数帯の音を低い周波数帯に落とし込む周波
数圧縮変換機能も存在するが，環境音の音印象を歪
めてしまうことになるので，利用者が聞こえ優先
か，音質優先かを尋ね，調整状態を変更する必要が
あろう。
一方，香港やオーストラリアで利用されている音

響信号機（図３）は人の腰のあたりの高さで「カタ
カタ」と機械的打音で信号の状態を知らせるもの
で，高音漸傾型難聴者でも聞き取りやすいと考えら
れる。さらに打音部分の振動を触って確認できるの
で，全盲全ろう者でも信号の状態を知ることができ

ると思われる。
２）介助歩行時における音の課題
結果で挙げられた⑨の課題は，補聴器の調整と，

FMなどの補聴援助システムの利用で解決できる。
特に，屋外におけるワイヤレスマイク利用のメリッ
トは大きい。ワイヤレスマイクは，マイク装着者の
声をクリアに聴取できるが，距離や音源情報を含め
ることができない。しかし，介助者との会話では，
身体的接触があるため，距離や方向感の情報より，
ノイズ下でも明瞭な音声聴取が優先される。近年，
旧来の FMに替わって，小型の Bluetooth接続のワ
イヤレスマイクが利用できるようになり，かつ，ワ
イヤレスマイク内の AGC回路が機能向上し，一定
の音圧で話者の音声取得ができるようになった。こ
うした新技術の利用と，障害者総合支援法によるワ
イヤレスマイクの交付が望まれる。
また，横並びスタイルを採用したとしても，ノイ
ズの多い屋外においては，介助者の声は聞き取りづ
らい。そうした場合，さらにヘッドセット型マイク
を用いることが有効と思われる。ヘッドセット型マ
イクであれば，首の方向にかかわらず，常に口とマ
イクの距離が一定に保たれ，かつ周囲のノイズを拾
いにくい。
３）日常生活動作における音の課題
結果で挙げられた課題⑩⑪は，日常生活上で必要
とする特定の音源の音聴取という共通の課題のよう
であるが，⑩は音源の音量を上げる，狭指向性機能

図３ 触知式音響信号機
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とその音源の周波数帯の利得アップ，２）で挙げた
ワイヤレスマイクの利用で解決できる可能性があ
る。一方，⑪は盲難聴者の通信のプライバシー保護
という観点では見逃せない点であり，MFi機能等
が内蔵されている補聴器を器種選択の際に考慮すべ
きである。
４）盲導犬利用時における音の課題
結果で挙げられた⑫は １）と同様であるが，上記

に挙げられた盲導犬利用時にも環境音の情報が不可
欠であることを理解すべきである。さらに⑬は，鈴
以外に，その全盲難聴者が聞き取りやすい種類の音
を探し，それを盲導犬に装着するなどの工夫が考え
られよう。
５）健聴全盲者との差別化の課題
結果で挙げられた課題⑭は，全盲であり，かつ難

聴あるいはろうであることが外見からわかる方法を
採ることにより，この課題を解決できると考える。
健聴全盲者と全盲難聴者では，ニーズも支援方法も
異なっていることから，それらの「差別化」を進め
る方法として，ブルガリアから発した「紅白白杖」
（図４）がある。これは，通常の白杖の一部に赤色
反射テープを巻き付けたものであり，近年は，ヨー
ロッパ全体に広がり，盲ろう者のシンボルとして用
いられるようになった。今後，世界中で，盲ろう者
のシンボルとして用いられる可能性がある。我が国
においても，紅白白杖による全盲難聴者・盲ろう者
の差別化により，より適切な支援を受けやすくなる
ことを期待したい。

結 論

盲ろう者のうち，６０～７０％は残存聴力を有してい
る。しかし，そもそも難聴があることで音を利用す
ることに困難が伴うため，移動やコミュニケーショ
ンを含む日常生活において様々な課題を抱えてい
る。小平１１）は，盲ろう者に単独歩行訓練を行ったと
ころ，僅かでも視覚が活用できる者は単独歩行がで
きるようになったが，聴覚の利用が困難な者は環境
音の把握が困難であり，単独歩行は困難であったと
述べている。また，深沢１２）は，盲・難聴生の歩行指
導を通して，音の種類，音源の確認・識別が重要な
問題であり，訓練プログラムを検討し，解決しなけ
れば歩行指導は困難と述べている。環境音の聴取に

ついて，補聴器の調整等により，音に関する課題を
改善できる可能性がある一方，盲難聴者に対する聴
能訓練について言及しており，補聴器の選択・調整
だけではなく，特化した聴能訓練の実施も課題であ
ろう。
全盲難聴者の補聴器の適用にあたっては，一般の
補聴器ユーザーに加えて，ワイヤレスマイクの選
択，Mfi等の機能の使用希望，日常生活上で残存聴
力の活用が可能となる補聴器調整，つまり，周波数
特性，ラウドネスの測定結果に基づいた入出力特
性，指向性機能，雑音抑制機能，周波数圧縮変換機
能などの諸特性について微調整を行うことにより，
社会活動をより容易で安全になるよう環境調整を進
めていく必要がある。

なお，本研究の実施にあたり，ジーエヌヒアリン
グ社の藤垣均氏より，試聴用補聴器の貸与を受け
た。試聴器の貸与は無償であり，かつ貸与は同社の
データ収集の目的ではなく，利益相反に該当する事
項はない。

Audiological support― and sound―related

problems of people who are blind as well as

hard of hearing deaf
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２）Faculty of Education, Ehime University

図４ 紅白白杖
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About 60％―70％ of the deaf―blind have resid-

ual hearing. In this study, we focused on one

blind―and―HOH（hard―of―hearing）person, and ana-

lyzed a free description by the individual of the

audiological difficulty in movements and activities of

daily living. As a result, problems of “sound” when

walking alone, when walking with an assist person,

when walking with an assist dog, and during activi-

ties of daily living were identified, and the differ-

ences between the blind only and the blind―and―
HOH were analyzed. The results clearly revealed

problems related to amplification and importance of

the “sound” in the blind―and―HOH.

When prescribing hearing aids to the blind―
and―HOH, from the time of selection of the type of

amplification equipment, one must listen carefully to

the blind―and―HOH, think deeply, and be finely ad-

justed and use of the remote microphone, the fre-

quency characteristics, the input/output characteris-

tics based on the loudness measurement, micro-

phone directivity, noise reduction, frequency com-

pression, etc., of the hearing aids for improving the

hearing ability in daily life. Good selection and ad-

justment represents appropriate support to improve

the QOL of the blind―and―HOH.
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